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研究成果の概要（和文）： 

ロレンスの書いた『チャタレー夫人の恋人』は性をあからさまに描出している猥褻本である

という従来の考えに一石投じることができたと思われる。セックスという行為ではなく性衝動

に着目しつつ、社会的存在としての人間がそれを意識的に隠蔽しようとしていることに抵抗し

て、「感情に衝き動かされる」という情動的体験がどのように感じられるのかをユニークな文体

で描いている。「感情的になって我を忘れる」という無意識レベルでの経験こそが、人間を人間

たらしめる所以なのだということを読者に訴えている小説が、この『チャタレー夫人の恋人』

なのである。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The Lady Chatterley novels (and especially version 3 of the novel) have nearly always 

been assumed to be about sex, but they are primarily concerned with the experiences of 
the body; their narratives are attempting to find ways of making actual the feelings of 
the body (in particular, the sexual body) in the development of the relationship between 
Lady Constance Chatterley and her lover, Oliver Parkin/Mellors. After Lawrence met Frieda 
Weekley in 1912, sexual desire became for him the ultimate bodily experience; and his 
concern with the way our experience of the body in the ‘full conscious realisation of 
sex’ (not in actual sexual acts) can be articulated is profound in these novels. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）『チャタレー夫人の恋人』が出版され

てから多くの研究者が論じているが、こ
の小説の性描写に真っ向から挑んでいる
前例がなかった。 

（２）この小説は猥褻であるという従来の評
価に納得できていなかった。加えて、な
ぜこのような評価がされたのかを追究し
たかった。 
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２．研究の目的 
（１）『チャタレー夫人の恋人』を猥褻な作

品であるとする従来の呪縛から解放した
かった。 

（２）第３稿だけでなく第１稿と第２稿にも
注目し執筆過程を分析することによって、
これらの作品的意義を明らかにしたかっ
た。 

 
３．研究の方法 
（１）主に『チャタレー夫人の恋人』の３つ

の稿を電子ファイル化する。このことに
よって、各稿における文体的特徴を把握
しやすくした。 

（２）他の短篇作品についても同様の作業を
行った。 

（３）共通する場面を抽出して、単語レベル
にまでこだわってそれぞれの特徴的な文
体が生み出す効果を分析し考察した。 

 
４．研究成果 
猥褻な描写を正面から研究の対象とする

学者が今までにいなかったこともあり、この
点においてユニークな本研究は英文で米国
の出版社から出版されることになった。今後
の研究において、ロレンスの身体へのこだわ
りがどのように言語化されているかを探る
ものが増えることが予想される。 
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